
ら始まったこのプログラムの草創期の生徒でもありました。 

 

 ギルフォード博士の功績は、人間の思考を分解し、要素を抽出して相関関係や順番のモ

デルを作ったことにあります。伏見教授は「だったら、その一つ一つを鍛えれば、バラン

スの良い、何でもこなせる頭脳が育てられる」と考えました。 

 

 

 

 

 例えて言うならば、野球の上達を図る時に、やみくもに実戦練習ばかりせず、筋トレを

したり動体視力を鍛えたり、食事の内容に気をつけたり。それらをバランス良く組み合わ

せて行く、と言う感覚でしょうか。 

 

 手前味噌ですが、私自身この教育を授けてもらったおかげで、分野関係なく自分の思考

力を応用できる実感があります。高校３年生で急に工学部から法学部に志望変更し、受験

科目が大幅に変更になっても違和感なく東大文Ⅰに現役で入れたのも、９歳までに受けて

いたこの教育のおかげだと感謝しています。 




